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資料：内閣府「世界経済の潮流」平成16年 
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地
域
産
業
・
雇
用
開
発
の
モ
デ
ル
の
一
つ

と
し
て
、
近
年
「
地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
」
と
い

う
概
念
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ク
ラ
ス
タ
ー

の
概
念
は
米
国
の
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
教

授
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
）

が
提
唱
し
た
も
の
で
、
本
来
は
「
ブ
ド
ウ
の

房
」
の
意
で
あ
る
。
様
々
に
試
み
ら
れ
る
そ

の
定
義
の
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
ク
ラ
ス
タ
ー

と
は
「
特
定
分
野
に
お
け
る
産
業
化
に
必
要

な
研
究
開
発
か
ら
量
産
ま
で
の
一
連
の
役
割

を
担
う
企
業
や
大
学
、
研
究
機
関
な
ど
が
、

特
定
の
地
域
に
集
中
的
に
立
地
し
、
競
争
と

協
力
に
よ
る
相
乗
効
果
を
発
揮
し
な
が
ら
、

競
争
力
の
あ
る
地
域
産
業
集
積
・
雇
用
創
出

を
実
現
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
」
で
あ
る
。 

 

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
国
際
研
究
部
は
、
二
〇
〇
三

年
度
の
「
産
業
と
雇
用
の
空
洞
化
に
関
す
る

国
際
比
較
研
究
」
で
こ
の
概
念
に
注
目
し
た
。

欧
米
諸
国
で
は
「
空
洞
化
」
の
問
題
は
国
際

競
争
力
の
低
下
の
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
へ
の
対
応
策
と
は
国
の
競
争
力

の
強
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
構

成
要
素
で
あ
る
地
域
の
競
争
力
を
意
味
す
る
。

地
域
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
集
積
し
、

地
域
経
済
が
活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
競

争
力
が
高
ま
る
。
そ
う
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
生
み
出
し
や
す
い
地
域
環
境
の
典
型
が

ク
ラ
ス
タ
ー
で
あ
る
。 

　
欧
米
諸
国
に
お
い
て
ク
ラ
ス
タ
ー
は
い
わ

ば
競
争
力
強
化
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
さ
れ
、
研

究
が
進
む
と
と
も
に
国
や
地
方
政
府
に
よ
る

形
成
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
直

接
的
に
目
指
す
も
の
は
新
産
業
の
創
出
だ
が
、

地
域
雇
用
開
発
の
手
段
と
し
て
も
期
待
さ
れ

て
い
る
。 

 

先
の
研
究
で
は
、
主
に
ド
イ
ツ
の
ク
ラ
ス

タ
ー
に
注
目
し
た
。
本
稿
で
は
そ
の
一
部
を

紹
介
す
る
。
ま
た
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ

ェ
ト
ロ
）
が
昨
年
公
表
し
た
米
国
の
バ
イ
オ

ク
ラ
ス
タ
ー
と
雇
用
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を

も
と
に
、
最
近
の
議
論
の
動
向
を
紹
介
す
る
。 

   

地
域

ク
ラ
ス
タ
ー
の
特
徴 

 

地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
が
従
来
型
の
産
業
集
積

と
異
な
る
ポ
イ
ン
ト
は
①
企
業
だ
け
で
な
く

大
学
・
研
究
機
関
、
行
政
、
業
界
団
体
等
の

多
様
な
機
関
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
②
そ
れ

ら
の
機
関
の
間
に
横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存

在
し
、
研
究
開
発
、
事
業
化
、
販
売
等
あ
ら

ゆ
る
局
面
で
相
互
作
用
を
通
じ
た
相
乗
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
等
と
さ
れ
て
い
る

（
図
１
参
照
）。
こ
れ
に
対
し
て
例
え
ば
従
来

の
産
地
集
積
で
は
学
、
官
ま
で
を
含
め
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
未
発
達
で
あ
り
、
企
業
城
下

町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
主
に
中
核
企
業
を
中

心
と
し
た
、
垂
直
的
か
つ
固
定
的
な
も
の
で

あ
る
。
工
業
団
地
で
は
イ
ン
フ
ラ
の
共
有
が

主
眼
と
さ
れ
、
立
地
企
業
間
の
交
流
は
か
な

り
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
地

域
経
済
は
大
部
分
が
こ
う
し
た
古
い
シ
ス
テ

ム
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
生
産

性
の
向
上
や
新
製
品
の
開
発
が
停
滞
し
て
い

る
と
い
う（
東
大
総
研
、
二
〇
〇
三
）。 

   
多
様

な
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
過
程 

 
地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
が
形
成
さ
れ
る
産
業
分

野
は
多
様
だ
が
、
特
に
医
療
、
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
ハ
イ
テ
ク
分
野
が

中
心
で
あ
る
。
既
存
集
積
を
ベ
ー
ス
に
自
然

発
生
的
に
形
成
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
国

や
地
方
政
府
が
主
導
的
に
育
成
す
る
場
合
も

あ
る
。
政
策
関
与
の
あ
り
方
は
国
に
よ
っ
て

一
様
で
な
い
。
ジ
ェ
ト
ロ
「
地
域
ク
ラ
ス
タ

ー
の
活
性
化
と
国
際
交
流
」（
二
〇
〇
四
年
）

に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
国
内
の
ク
ラ
ス

タ
ー
の
数
は
約
三
〇
〇
と
さ
れ
る
が
、
国
が

地
域
経
済
開
発
の
大
筋
を
決
め
、
州
政
府
が

主
導
的
に
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
を
推
進
し
て
い

る
。
地
方
自
治
体
は
州
政
府
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
主
体
と
し
て
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
を
向
上
さ
せ
る
。
一
方
イ
ギ
リ

ス
に
は
一
五
四
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
あ
る
と
さ

れ
る
が
、
国
が
全
般
的
な
政
策
策
定
を
行
い
、

各
地
域
で
ク
ラ
ス
タ
ー
開
発
を
行
う
の
は
地

域
開
発
公
社
（Regional 

D
evelopm

ent 
Agency

）
で
あ
る
。 

 

ド
イ
ツ
の
場
合
、
連
邦
、
地
域
両
政
府
が

主
導
的
に
関
与
し
、
地
元
の
強
み
を
活
か
し

た
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

特
に
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
有
名
で
あ
る
。 

   

ド
イ
ツ
の
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
政
策 

　
：
育
成
型
コ
ン
テ
ス
ト 

 

ド
イ
ツ
は
従
来
、
自
動
車
、
化
学
、
機
械

、

鉄
鋼
等
の
伝
統
的
な
工
業
を
基
盤
と
す
る
国

家
で
あ
る
。
低
コ
ス
ト
の
国
外
へ
と
事
業
活

動
の
移
転
を
図
る
企
業
に
対
し
、
政
府
は
補

助
金
に
よ
り
引
き
留
め
を
図
る
一
方
、
企
業
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が
移
転
し
た
後
の
地
域
の
再
活
性
化
の
た
め

に
将
来
有
望
な
新
企
業
の
立
地
を
促
進
す
る

政
策
を
講
じ
た
。
そ
の
代
表
が
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
分
野
で
あ
る
。
こ
の
分
野
へ
の
参

入
に
関
し
て
ド
イ
ツ
は
英
米
な
ど
に
遅
れ
を

と
っ
て
い
た
。
重
要
な
研
究
機
関
が
設
立
さ

れ
な
が
ら
、
研
究
成
果
の
商
品
化
は
よ
り
規

制
の
少
な
い
英
米
で
行
わ
れ
て
い
た
。 

 

政
府
は
バ
イ
オ
企
業
の
創
業
と
既
存
企
業

の
成
長
を
促
進
す
る
た
め
、
ビ
オ
・
レ
ギ
オ

（B
io Regio

）
を
一
九
九
六
年
に
開
始
し

た
。
レ
ギ
オ
と
は
連
邦
政
府
が
特
定
技
術
分

野
の
支
援
の
た
め
に
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

て
各
地
方
に
産
業
振
興
策
を
競
わ
せ
、
入
賞

地
域
に
対
し
て
集
中
的
に
資
金
を
投
下
す
る

し
く
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
地
域
振
興
と
産
業

振
興
を
一
つ
の
枠
組
み
に
し
た
政
策
と
い
え

る
。 

 

ビ
オ
・
レ
ギ
オ
の
目
標
は
「
ド
イ
ツ
が
二

〇
〇
〇
年
ま
で
に
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分

野
で
欧
州
一
と
な
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
地

域
間
競
争
を
促
進
し
、
「
最
強
」
地
域
を
育

成
す
る
た
め
に
二
段
階
の
コ
ン
テ
ス
ト
方
式

が
と
ら
れ
た
。
全
国
か
ら
各
地
域
の
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
を
活
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
提

案
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
選
ん
だ
一
七
地
域
に

予
算
と
時
間
を
提
供
し
て
計
画
の
検
討
を
深

め
さ
せ
た
。
そ
の
上
で
最
終
的
に
三
地
域
（
ラ

イ
ン
ラ
ン
ト
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
及
び
ラ
イ
ン
・

ネ
ッ
カ
ー
三
角
地
帯
）
を
選
定
し
た
。
い
ず

れ
も
遺
伝
子
セ
ン
タ
ー
を
有
し
既
存
の
集
積

が
あ
っ
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
旧
東
ド

イ
ツ
の
イ
ェ
ナ
が
こ
の
分
野
に
新
規
参
入
し

て
特
別
賞
を
受
け
た
。 

 
入
賞
し
た
四
地
域
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
る
た
め
の
資
金
と
し
て
九
〇
〇
〇
万
ユ

ー
ロ
（
一
九
九
七
〜
二
〇
〇
五
年
）
が
用
意

さ
れ
た
。
ま
た
地
域
の
企
業
に
対
し
て
は
連

邦
政
府
の
「
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
二
〇
〇

〇
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
資
金
（
一
九
九
七
〜
二

〇
〇
一
年
で
七
億
五
〇
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
）
へ

の
優
先
的
な
利
用
が
保
障
さ
れ
た
（
各
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
の
五
〇
％
以
上
を
民
間
投

資
が
占
め
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
）。 

   

ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
：
ド
イ
ツ
最
大
の 

　
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー 

 

入
賞
地
域
の
一
つ
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
（
ノ

ル
ト
ラ
イ
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
レ
ン
州
）
は

今
日
「
バ
イ
オ
・
リ
バ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
ド

イ
ツ
で
最
大
規
模
の
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
と

な
っ
て
い
る
。
ケ
ル
ン
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル

フ
、
ボ
ン
な
ど
複
数
の
都
市
に
わ
た
っ
て
お

り
、
一
〇
を
超
え
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
パ
ー

ク
（
バ
イ
オ
企
業
に
事
務
所
と
実
験
室
を
提

供
す
る
施
設
）
を
有
し
て
い
る
。
バ
イ
オ
企

業
が
密
集
し
、
バ
イ
エ
ル
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ
な

ど
有
力
な
製
薬
会
社
の
本
社
も
多
数
置
か
れ

て
い
る
。
四
つ
の
関
連
大
学
が
遺
伝
子
セ
ン

タ
ー
、
複
数
の
バ
イ
オ
関
連
研
究
所
、
大
学

病
院
と
連
携
し
な
が
ら
バ
イ
オ
知
識
を
創
出

し
て
い
る
。
州
内
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

す
る
組
織
（B

ioG
enTec N

RW

）
が
設
立

さ
れ
、
新
会
社
設
立
や
研
究
機
関
か
ら
企
業

へ
の
知
識
移
転
を
支
援
し
て
い
る
。 

   

新
企
業
設
立

と
従
業
員
数
の
増
加 

 

育
成
型
コ
ン
テ
ス
ト
が
効
を
奏
し
、
各
地

で
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
が
進
ん
だ
。

ジ
ェ
ト
ロ
に
よ
れ
ば
ド
イ
ツ
国
内
の
バ
イ
オ

企
業
数
は
二
〇
〇
一
年
時
点
で
欧
州
一
（
三

六
五
）
で
あ
り
、
バ
イ
オ
産
業
の
総
売
上
高

（
一
〇
億
四
五
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
）
と
雇
用
者

数
（
一
万
四
四
〇
〇
人
）
は
対
前
年
比
三
〇

％
以
上
の
増
加
と
な
っ
た
。
コ
ン
ペ
が
開
始

さ
れ
た
一
九
九
六
年
以
降
、
こ
の
分
野
で
九

〇
〇
〇
人
を
超
え
る
雇
用
が
新
た
に
創
出
さ

れ
て
い
る
。 

 

入
賞
地
域
に
つ
い
て
み
る
と
（
図
２
）、
従

業
員
数
は
入
賞
後
二
年
な
い
し
三
年
時
点
か

ら
大
き
く
伸
び
て
い
る
（
残
念
な
が
ら
ラ
イ

ン
ラ
ン
ト
の
デ
ー
タ
は
な
い
）。
特
に
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
で
は
五
年
間
で
三
〇
〇
〇
人
近
く
増

え
て
い
る
。
ク
ラ
ス
タ
ー
の
育
成
は
雇
用
創

出
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。 

  

米
国

の
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
育
成 

　
と
雇
用
面
の
課
題 

 

米
国
で
も
バ
イ
オ
産
業
の
将
来
性
へ
の
期

待
は
高
い
。
ジ
ェ
ト
ロ
「
米
国
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
産
業
／
最
近
の
動
向
」（
二
〇
〇
四

年
）
に
よ
れ
ば
、
国
内
バ
イ
オ
産
業
の
総
売

上
高
は
毎
年
一
〇
％
台
の
成
長
率
が
続
き
、

二
〇
〇
二
年
（
三
三
六
億
ド
ル
）
は
対
前
年 
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バイオ産業が盛んなサンフランシスコ 

比
一
三
・
五
％
増
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
国
内

雇
用
者
数（
一
九
万
四
六
〇
〇
人
）、
企
業
数

（
一
四
六
六
社
）
は
近
年
横
ば
い
で
あ
る
。

ボ
ス
ト
ン
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
周
辺
、
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
な
ど
に
世
界
有
数
の
バ
イ
オ

ク
ラ
ス
タ
ー
が
、
政
府
の
資
金
援
助
を
受
け

る
大
学
や
研
究
機
関
を
核
と
し
て
形
成
さ
れ

て
い
る
。
地
域
経
済
活
性
化
の
切
り
札
と
し

て
、
現
在
四
一
の
州
が
な
ん
ら
か
の
バ
イ
オ

産
業
振
興
政
策
を
掲
げ
て
い
る
と
い
う
。 

 

現
状
で
は
バ
イ
オ
・
医
薬
産
業
の
雇
用
規

模
は
決
し
て
大
き
い
と
は
い
え
な
い
。
ジ
ェ

ト
ロ
の
レ
ポ
ー
ト
「
バ
イ
オ
・
医
薬
産
業
は

雇
用
創
出
の
救
世
主
と
な
る
か
」（
二
〇
〇
四

年
）
に
よ
れ
ば
、
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
が
集

中
し
て
い
る
北
東
部
の
州
で
も
全
雇
用
者
数

に
占
め
る
割
合
は
一
％
前
後
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
各
州
は
今
後
の
雇
用
創
出
効
果
に
期

待
を
か
け
る
一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
も
抱

え
て
い
る
。
世
界
有
数
の
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ

ー
で
あ
る
ボ
ス
ト
ン
を
有
す
る
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
は
、
世
界
の
新
薬
品
開
発
の
八
％

の
シ
ェ
ア
を
誇
る
。
し
か
し
雇
用
に
貢
献
す

る
製
造
・
商
業
化
の
段
階
で
企
業
が
コ
ス
ト

の
低
い
州
外
に
流
出
し
て
し
ま
い
、
雇
用
拡

大
に
結
び
つ
か
な
い
。
州
政
府
は
対
策
を
検

討
中
だ
と
い
う
。 

　
一
方
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で
も
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
ク
ラ
ス
タ
ー
が
形
成
さ
れ
て

い
る
が
、
同
州
は
「
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
通
じ
た
州
経
済
の
成
長
に
関
す
る
戦
略
プ

ラ
ン
」
の
中
で
バ
イ
オ
産
業
の
就
業
人
口
の

増
大
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年

の
一
万
八
五
〇
〇
人
か
ら
二
〇
一
三
年
に
は

そ
の
二
・
六
倍
、
二
〇
二
三
年
に
は
約
七
倍

に
増
や
す
と
い
う
。 

 
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
を
中
心
と
し
た
ク
ラ
ス

タ
ー
を
有
す
る
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
で
は
、
バ

イ
オ
産
業
就
業
者
の
教
育
水
準
や
平
均
年
収

が
他
産
業
に
比
べ
て
高
い
。
バ
イ
オ
産
業
は

大
量
雇
用
は
も
た
ら
さ
な
い
が
良
質
の
雇
用

創
出
が
期
待
で
き
る
産
業
と
み
な
さ
れ
て
い

る
。
課
題
は
優
れ
た
人
材
の
育
成
・
確
保
で

あ
り
、
州
政
府
と
民
間
企
業
が
協
力
し
な
が

ら
教
育
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
る
と

い
う
。 
   

地
域

ク
ラ
ス
タ
ー
と 

　
雇
用
創
出
効
果 

 

雇
用
創
出
策
と
し
て
の
期
待
が
か
か
る
地

域
ク
ラ
ス
タ
ー
だ
が
、
そ
れ
に
は
速
攻
性
は

期
待
で
き
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。
ク
ラ
ス

タ
ー
理
論
の
提
唱
者
で
あ
る
ポ
ー
タ
ー
教
授

は
、
昨
年
わ
が
国
の
経
済
産
業
大
臣
政
務
官

と
の
対
談
を
行
っ
た
中
で
、
米
国
の
バ
イ
オ

ク
ラ
ス
タ
ー
と
雇
用
と
の
関
係
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
た
（
ジ
ェ
ト
ロ
の
レ

ポ
ー
ト
に
よ
る
）。 

　
い
わ
く
、
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
は
雇
用
創

出
に
関
し
て
速
効
性
の
あ
る
切
り
札
と
は
な

ら
な
い
。
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
は
基

礎
研
究
の
ウ
ェ
イ
ト
が
大
き
い
こ
と
も
あ
り
、

地
域
に
展
開
し
て
い
く
に
は
時
間
が
か
か
る
。

ま
た
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
雇

用
吸
収
力
は
低
い
。
地
域
の
雇
用
戦
略
と
し

て
考
え
る
の
な
ら
バ
イ
オ
の
み
の
ク
ラ
ス
タ

ー
に
と
ど
め
る
の
で
は
な
く
、
流
通
業
な
ど

ロ
ー
テ
ク
も
併
せ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
振

興
す
る
べ
き
で
あ
る
―
―
。 

 

地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
の
雇
用
創
出
効
果
は
そ

れ
が
生
成
し
て
か
ら
の
年
月
、
産
業
分
野
、

構
成
企
業
・
機
関
の
数
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

成
熟
度
、
人
材
調
達
の
容
易
さ
な
ど
、
様
々

な
要
素
に
影
響
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
評
価
は
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

   

鍵

と
な
る
人
材
育
成 

 

わ
が
国
で
も
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
「
ク
ラ

ス
タ
ー
」
の
名
を
冠
す
る
政
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
。
経
済
産
業
省
に
よ
る
「
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
計
画
」
と
文
部
科
学
省
に
よ
る
「
知

的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業
」
で
あ
る
。 

 

先
に
あ
げ
た
対
談
の
中
で
、
ポ
ー
タ
ー
教

授
は
日
本
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
の
課
題
と

し
て
、
産
学
連
携
の
強
化
と
人
材
育
成
を
あ

げ
て
い
る
。
日
本
で
は
大
学
が
技
術
を
商
業

化
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
弱
い
と
し
、
産
学
間

の
橋
渡
し
を
す
る
機
関
や
専
門
家
が
必
要
だ

と
し
て
い
る
。
ま
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
創
出

の
た
め
に
は
人
材
の
流
動
化
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
米
国
な
ど
で
の
実
践
的
訓
練
を
通

じ
た
人
材
育
成
が
必
要
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。 

 

ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
・
発
展
に
お
い
て
は

、

人
材
が
極
め
て
重
要
な
鍵
と
な
る
の
で
あ
る
。 

   

わ
が
国
で
は
も
は
や
「
空
洞
化
」
議
論
は

聞
か
れ
ず
、
製
造
業
は
再
生
し
つ
つ
あ
る
と

の
見
方
も
あ
る
。
「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
型
地
域

開
発
に
も
期
待
が
か
か
る
。
そ
れ
が
わ
が
国

に
定
着
す
る
か
ど
う
か
は
い
ま
だ
評
価
す
る

段
階
に
な
い
が
、
今
後
地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
へ

の
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
だ
ろ
う
。
地
域

ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
展
の
鍵
と
な
る
の
が
人
材

で
あ
る
。
人
材
育
成
や
企
業
へ
の
あ
っ
せ
ん

な
ど
の
あ
り
方
も
含
め
て
、
労
働
分
野
に
お

い
て
も
今
後
の
議
論
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待

す
る
。 
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労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
「
産
業
と
雇
用
の
空

洞
化
に
関
す
る
国
際
比
較
研
究
報
告
」
二
〇
〇
四
年 

 

東
大
総
研
「
産
業
の
国
際
競
争
力
や
生
産
性
の
低

下
要
因
と
今
後
の
活
性
化
の
あ
り
方
に
関
す
る
日
米

欧
比
較
調
査
報
告
書
」
二
〇
〇
三
年 

 

内
閣
府
「
世
界
経
済
の
潮
流
」
第
一
章
「
競
争
力

の
源
泉
と
し
て
の
ク
ラ
ス
タ
ー
＝
産
業
集
積
か
ら
ク

ラ
ス
タ
ー
へ
」
二
〇
〇
四
年 

 

南
條
有
紀
「
ド
イ
ツ
の
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政

策
に
学
ぶ
」
日
本
総
研
、
二
〇
〇
四
年
八
月 

 

日
本
貿
易
振
興
会
「
成
長
を
続
け
る
ド
イ
ツ
バ
イ

オ
産
業
」
二
〇
〇
二
年
一
一
月 

 

日
本
貿
易
振
興
機
構
「
地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
の
活
性

化
と
国
際
交
流
」
二
〇
〇
四
年
六
月 

 

日
本
貿
易
振
興
機
構
「
米
国
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
産
業
／
最
近
の
動
向
」Jetro 

technology 
bulletin-2004/4 N

o.457 
 

日
本
貿
易
振
興
機
構
「
バ
イ
オ
・
医
薬
産
業
は
地

域
雇
用
創
出
の
救
世
主
と
な
る
か
」
日
刊
通
商
弘
報

二
〇
〇
四
年
四
月
二
二
日
号
、
九
月
一
七
日
号
、
八

月
三
一
日
号 

 

日
本
貿
易
振
興
機
構
「
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
に
は
産

学
連
携
を
取
り
持
つ
人
材
の
育
成
が
必
要
／
マ
イ
ケ

ル
・
ポ
ー
タ
ー
教
授
に
聞
く
」
日
刊
通
商
広
報
二
〇

〇
四
年
八
月
九
日
号 


